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１．研究の概要 

 

 地階を有する事業所ビルなどでは、

地階で発生したトイレ排水や雑排水

を一旦貯留するための貯留槽（以下、

ビルピット）を有する。ビルピット

に貯められた汚水や雑排水は、ピッ

ト内での長時間貯留による腐敗によ

り、下水道施設へ排水される際に大

量の硫化水素を放散させる場合があ

る。硫化水素が発生すると、悪臭の

発生により生活環境が悪化し、都市

イメージの低下を招くなどの大きな

問題に発展しかねない（図－1.1）。

また、硫化水素の発生を放置しておくと、微生物作用により硫酸が生成し、腐食により下

水道管渠を損傷させ、道路陥没を誘発する場合がある（写真－1.1 参照）。これらがいわ

ゆる「ビルピット問題」であり、特に大きな繁華街等を有する都市においては下水道管理

者を悩ませる深刻な課題である。 

 

 ビルピット排水に起因し下水道施設から発生する臭気への対応としては、下水道管理者

によるマンホール蓋の密閉化や脱臭装置の設置等があるが、臭気はどこの開口部からも発

生しうることから、施設全てを 100％密閉化することは困難であり、費用も膨大となる。

このため現在では、ピットの改造やポンプ運転手法の工夫など、下水道管理者の指導に基
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図－1．1 ビルピット排水に起因する諸問題 

 

写真－1.1 硫化水素が原因の下水管破損事例 
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２．ビルピットの基礎知識と本報告書で使用する主な用語 

 

2．1 ビルピットの基礎知識 

（１）ビルピットとは 

 ビルにおける排水管理の目的は、ビルに生じる排水によりビルの使用、利用に支障を生

じさせることなく、できるだけ速やかに外部へ排出することである。 

 しかし、ビルの地下部分の汚水及び雑排水などは、下水道管に放流するために、ポンプ

で汲み上げる必要があり、下水道管に放流するまでの間、下水を一時貯留するための水槽

が必要となる。これが「ビルピット」である。なお、ビルピット以外に、排水槽、貯留槽

と呼ばれることもある。 

 

（２）ビルピットの構造 

 ビルの排水設備としては、ビルピット（排水槽）、排水ポンプ、排水トラップ、阻集器、

排水管、通気管などがある（図－2.1 参照）。 

 ビルピットには、し尿などの汚水を貯留する汚水槽、洗面器・流し等からの雑排水を貯

留する雑排水槽、外部より地階などに浸透してきたわき水を貯留する湧水槽などの区分が

ある。建物内の排水方式が合流排水方式の場合には、汚水槽と雑排水槽を兼用しても差し

支えないが、分流排水方式の場合にはそれぞれ別個に設けることとなる。 

 分流排水系統の場合には、厨房排水系統が別個に設けられているときは、排水槽があふ

れたり、あるいは排水管のつまりによる排水の逆流によって、厨房が汚染されることを防

ぐため、厨房排水専用の雑排水槽を別に設ける。 

 ビルピットの付帯設備としては、マンホール、通気管、排水ポンプの自動運転用の電極

式制御装置又はフロートスイッチ、及び満減水警報装置などがある。また、近年は、ビル

ピットにおける硫化水素生成抑制のために、攪拌機や曝気装置を備えたものもある。 

 

図－2.1 ビルピットの標準的な構造 

 

2 

づき、ビルピット管理者が臭気対策を施す発生源対策が複数の都市で行われている。 

 しかしながら発生源対策については、従来、発生源の特定が難しい（多大な費用と時間

を要する）、特定し改善を指導しても法的根拠や規制値が不明確なためビル管理者側の対

応が消極的等の問題があることから、改善が進んでいないのが現状である。よって、効果

的かつ効率的に悪臭を防止するための対策手法の開発が望まれているところである。 

 本研究は、ビルピット排水規制の法的位置づけを明確にした上で、自治体の下水道部局

と環境部局の連携による効果的な悪臭対策手法を提案するものである。 


